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小テスト8.1 解答

マウスの数 n = 20として，投与実験を5000組繰り返すとする．薬の真の有効
率 p0 を0.1, 0.2, ….,0.9と変えたとき，薬の有効率の頻度が正規分布に近い形
であるのはp0がどの範囲にあるときかを確認せよ．
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小テスト8.2 解答

マウスの数 n = 50として，投与実験を5000組繰り返すとする．薬の真の有効
率 p0 を0.1, 0.2, ….,0.9と変えたとき，薬の有効率の頻度が正規分布に近い形
であるのはp0がどの範囲にあるときかを確認せよ．
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n = 20 のとき薬の有効率p は真の有効率p0が

の範囲にあるときほぼ正規分布と見なせる．

n = 50 のとき薬の有効率p は真の有効率p0が

の範囲にあるときほぼ正規分布と見なせる．
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n = 20 のとき薬の有効率p は真の有効率p0が

の範囲にあるときほぼ正規分布と見なせる．

n = 50 のとき薬の有効率p は真の有効率p0が

の範囲にあるときほぼ正規分布と見なせる．

7.03.0 0 ≤≤ p
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n = 20 のとき薬の有効率p は真の有効率p0が

の範囲にあるときほぼ正規分布と見なせる．

n = 50 のとき薬の有効率p は真の有効率p0が

の範囲にあるときほぼ正規分布と見なせる．

7.03.0 0 ≤≤ p

8.02.0 0 ≤≤ p



0

0.5

1

1.5

2

2.5

3

0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1.0

7

n匹のマウスへの薬の有効率 p の理論平均： p0

理論分散：
の正規分布となった．

npp /)1( 00
2 −=σ

有効率の区間推定

p
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有効率の区間推定

n = 10, p0 = 0.7
の場合の正規
分布

n匹のマウスへの薬の有効率 p の理論平均： p0

理論分散：
の正規分布となった．

npp /)1( 00
2 −=σ

p



正規分布の性質

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

0.16

0.18

0.2

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

pがp0±σの範囲

の値をとる確
率は

0

0.02

0.04

0.06

0.08

0.1

0.12

0.14

0.16

0.18

0.2

0 0.2 0.4 0.6 0.8 1

pが p0±2σの範

囲の値をとる
確率は

p0 + p0p0 -

p0 +p0p0 -

p

p



正規分布の性質
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正規分布の性質
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正規分布の性質
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正規分布の性質
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pがp0± x σの範

囲の値をとる確
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x = 1.96
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有効率の区間推定

n匹のマウスへの薬の有効率 p の理論平均： p0

理論分散： の正規分布となった．npp /)1( 00
2 −=σ

p
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有効率の区間推定

p

n匹のマウスへの薬の有効率 p の理論平均： p0

理論分散： の正規分布となった．npp /)1( 00
2 −=σ
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有効率の区間推定

p0+1.96σp0p0-1.96σ

p

n匹のマウスへの薬の有効率 p の理論平均： p0

理論分散： の正規分布となった．npp /)1( 00
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すなわち，p が

の範囲内の値をとる確率は95%である．この式を変形すると

よって，真の有効率 p0 が

の範囲内にある確率が95%である． と呼ぶ．

上式でσが分かれば，有効率の95%信頼区間を求められる．

が x有効率の区間推定

σ

σ

96.1

96.1
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0

+≤
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pp
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すなわち，p が

の範囲内の値をとる確率は95%である．この式を変形すると

よって，真の有効率 p0 が

の範囲内にある確率が95%である． と呼ぶ．

上式でσが分かれば，有効率の95%信頼区間を求められる．
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すなわち，p が

の範囲内の値をとる確率は95%である．この式を変形すると

よって，真の有効率 p0 が

の範囲内にある確率が95%である． と呼ぶ．

上式でσが分かれば，有効率の95%信頼区間を求められる．
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すなわち，p が

の範囲内の値をとる確率は95%である．この式を変形すると

よって，真の有効率 p0 が
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すなわち，p が

の範囲内の値をとる確率は95%である．この式を変形すると

よって，真の有効率 p0 が

の範囲内にある確率が95%である． 95%信頼区間
と呼ぶ．

上式でσが分かれば，有効率の95%信頼区間を求められる．
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有効率の区間推定

ここで，理論分散

従って，理論標準偏差は両辺のルートをとって

σσ 96.196.1 0 +≤≤− ppp

npp /)1( 00
2 −=σ
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有効率の区間推定

σσ 96.196.1 0 +≤≤− ppp

ここで，理論分散

従って，理論標準偏差は両辺のルートをとって

npp /)1( 00 −=σ

npp /)1( 00
2 −=σ
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．により近似すればよい

　　　　

これだ！

は薬の効き具合

まてよどうしよう．・・・・
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に近づく．を大きくすればマウスの数     0pn
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．により近似すればよい
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に近づく．を大きくすればマウスの数     0pn

 )1/()1(ˆ −−= nppσ

を準偏差でおきかえて，理論標を σpp0

n-1とする方が近似の精度がよい
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)1/()1(96.1)1/()1(96.1 0 −−+≤≤−−− nppppnppp

真の有効率 p0 は

およそ95%の確率でこの範囲にある．
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)1/()1(96.1)1/()1(96.1 0 −−+≤≤−−− nppppnppp

真の有効率 p0 は

およそ95%の確率でこの範囲にある．

この近似区間を95%信頼区間
とする．
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小テスト9.1

マウス10匹に対する投与実験を行い，薬の効き具合 pと
薬の効き具合の標準偏差の近似値

を求めよ．これを5000組繰り返したときの pの平均値と
の平均値を求めよ．

 )1/()1(ˆ −−= nppσ

．となることを確認せよ

に近い値差の平均値が真の標準偏

に近い値となり，の平均値が真の有効率

  /)1(  ˆ
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小テスト9.2

今，30匹のマウスにある薬を投与して，19匹に効
き目があった．真の有効率 p0の 95%信頼区間を求
めよ．

今，10匹のマウスにある薬を投与して，6匹に効
き目があった．真の有効率 p0の 95%信頼区間を求
めよ．
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